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すっきりとした晴天の下、第９回健康福祉まつりが開催されました。
今回も老若男女を問わず、多くの方々にご来場いただき、ありがとうございました。（関連記事3ページ）

～福祉ハツラツ、Let’s ダンス！！～
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山武市社会福祉協議会 KIZUNA



～平成26年9月18日から
平成26年12月12日までの受付分～

（順不同・敬称略）
◆お金のご寄附（含む１円玉募金）◆
會田トシエ……………………………………… 17,600円
千葉土建蓮沼分会……………………………… 5,000円
手づくりグループＫＡＩ………………………… 5,000円
山武市役所保健福祉部… …………………… 21,500円
わかしおローズ会… …………………………… 30,000円
かぞく亭………………………………………… 5,000円
ダスキンときがね支店… ……………………… 2,000円
山武市シルバー人材センター…………………… 2,000円
谷勝雄…………………………………………… 6,234円
米良正徳…………………………………………… 831円
明るい社会づくり運動山武支部… …………… 3,000円
第３回チャリティグラウンドゴルフ実行委員会… … 48,210円
毛糸玉の会……………………………………… 10,000円
第9回チャリティゴルフコンペ実行委員会……… 228,300円
山武市菊花愛好会……………………………… 10,000円
ボランティアグループ 歌ごえのわ……………… 50,000円
ボランティアグループ チャット………………… 3,370円
花てまり………………………………………… 5,000円
匿名…………………………………………… 205,815円
匿名……………………………………………… 3,000円
匿名……………………………………………… 2,205円
匿名……………………………………………… 5,000円
匿名……………………………………………… 11,761円
◆募金箱◆
第9回健康福祉まつり会場… ………………… 2,202円
◆自動販売機募金◆
サントリービバレッジサービス（株）… ………… 1,502円
（さんぶの森公園に設置されている自動販売機の販売本数1本あたりに
  つき2円寄附されます）

（社会福祉協議会へのご寄附）

　
　
　
　
　
　
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長　

金
杉　

等

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、良
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、平
素
よ
り
本
会
に
対
し
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
誕
生
し
て
10
年
目
を
迎

え
る
節
目
の
年
で
す
。し
か
し
、山
武
市
に
は
未
だ
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
福
祉
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
策
定
さ
れ

ま
し
た「
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」、国
の
方
針
と
し
て
の
介

護
保
険
制
度
改
革
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
な
ど
に
基
づ

き
、役
職
員
一同
、こ
れ
ま
で
以
上
に「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。会
員
お
よ
び
市
民
の
皆
様
に
は
、一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
って
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受賞おめでとうございます。（順不同・敬称略）

第 64 回千葉県社会福祉大会
　11 月 13 日、青葉の森公園芸術文化ホールを会場
に開催されました。

◆千葉県社会福祉協議会会長表彰◆
民生委員・児童委員功労者
　越川　忠行（山武地域）　大山　憲子（山武地域）
　林　　和子（山武地域）　山之口國雄（山武地域）
　平山　玲子（山武地域）　尾髙　幸子（山武地域）
　 澤　政 （松尾地域）　澤野　栄男（山武地域）
身体障害者相談員功労者
　仁田　良枝（身体障害者相談員）
社会福祉施設・団体関係役職員功労者
　石井　和美（特別養護老人ホーム青松苑）
　平野　雅代（特別養護老人ホーム青松苑）
　有田　　拓（障害者支援施設光洋苑）
　岩沢　明美（障害者支援施設光洋苑）
　須田　　高（山武市社会福祉協議会）
　木内ひで子（山武市社会福祉協議会）
優良地区・支部社会福祉協議会
　松尾地区社会福祉協議会　（会長　大津　秀夫）

◆千葉県共同募金会会長感謝状◆
共同募金優良地区・団体
　柴原区　　北戸田下区　南麻生区　東大椎崎区　
　大椎崎区　宿上区　　　東城府区　下野区

おめでとうございました。
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地
域
か
ら
始
め
よ
う
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

〜
第
９
回
山
武
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
〜

赤い羽根共同募金にご協力ください!!

毎年楽しみにしています！！

スタッフ自慢の手作り装飾です！！ 観覧席も盛り上がりました!!

　

10
月
19
日
（
日
）
さ
ん
ぶ
の
森
交
流

セ
ン
タ
ー
「
あ
ら
ら
ぎ
館
」
に
お
い
て
、

「
第
９
回
山
武
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
多
く
の
一
般
市
民
に
よ
る
ス
タ

ッ
フ
参
加
、
福
祉
関
係
団
体
の
方
々
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
推
進
員
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
準
備
を
進
め
、

手
作
り
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
良
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
来
場

者
は
約
３
５
０
０
人
を
超
え
る
大
盛
況
で

し
た
。

　

今
回
の
ス
テ
ー
ジ
は
山
武
市
４
ケ
所
の

地
域
の
花
を
い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ
た
ス
タ

ッ
フ
手
作
り
に
よ
る
装
飾
で
飾
ら
れ
ま
し

た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
元
気
に
な
る
演
奏
、

心
落
ち
着
く
歌
声
、
日
本
舞
踊
か
ら
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
会
場
の

方
々
も
一
緒
に
歌
い
踊
り
、
観
客
席
か
ら

は
終
始
大
勢
の
方
々
の
声
援
が
あ
り
ま
し

た
。
赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
は
救
急
法
の
紹

介
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

企
画
ブ
ー
ス
は
年
々
参
加
が
増
え
て
き

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
地
域
の

団
体
、
当
事
者
団
体
な
ど
に
よ
る
活
動
紹

介
や
季
節
の
農
産
物
販
売
、
米
の
す
く
い

取
り
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
、
衣
類
に
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
手
芸
品
な
ど
の
販
売
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
焼
き
芋
や
ラ
ー
メ
ン
の
匂

い
に
は
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
た
方
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
山
武
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
Ｓ

Ｕ
Ｎ
ム
シ
く
ん
、
む
ー
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
方
々
に
よ
る
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
」
活
動
も
行
わ
れ
て
た
く

さ
ん
の
募
金
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
輪
投

げ
大
会
が
好
評
で
し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ラ
ッ
キ
ー
賞
の
発
表
な
ど
も
あ
り
、
来
場

者
の
方
々
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
れ

た
方
々
も
満
足
の
楽
し
い
福
祉
の
一
日
に

な
り
ま
し
た
。

福
祉
車
輛
及
び
貸
出
物
品
購
入
積
立
金

今
回
積
立
金　

９
３
，
０
０
０
円

（
総
積
立
金　

５
９
０
，
０
０
０
円
）

内
訳
：
企
画
ブ
ー
ス
出
展
料
80
区
画
及
び

ス
テ
ー
ジ
参
加
料
26
団
体

　

そ
の
他
、
ま
つ
り
当
日
の
売
上
金
の
一

部
を
寄
附
金
と
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）

2015年新年号3
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11
月
27
日
に
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
を
会
場
に
、
第
９
回
山
武
市
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
、
こ
れ

ま
で
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々

の
表
彰
を
は
じ
め
、「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

落
語
家
の
桂
ひ
な
太
郎
師
匠
に
よ
る
講
演

で
は
、
落
語
に
よ
り
難
し
い
成
年
後
見
制
度

を
簡
単
に
面
白
お
か
し
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
・
受
賞
さ
れ
た
方
々
及
び
作
品
等
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
者

《
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
》	

金
子　

謙
吉	

（
成
東
地
域
）

水
巻　

貞
二	

（
成
東
地
域
）

布
留
川　

子	

（
成
東
地
域
）

髙
　

君
江	

（
成
東
地
域
）

加
藤　

千
惠	

（
成
東
地
域
）

矢
光　

素
子	

（
成
東
地
域
）

馬
渡　

竜
彦	

（
山
武
地
域
）

横
山　

勝	

（
山
武
地
域
）

榊
原　

靖
雄	

（
山
武
地
域
）

鈴
木　

茂	

（
山
武
地
域
）

及
川　

節
子	

（
山
武
地
域
）

迫
口　

德
子	

（
山
武
地
域
）

小
梛　

と
し
え	

（
松
尾
地
域
）

井
部　

ミ
サ
ヲ	

（
松
尾
地
域
）

酒
井　

朝
美	

（
松
尾
地
域
）

石
𣘺　

澄
枝	

（
蓮
沼
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
功
労
者
》	

大
木　

岩
和	

（
南
郷
地
区
）

行
木　

英
夫	

（
鳴
浜
地
区
）

高
𣘺　

邦
汎	

（
鳴
浜
地
区
）

川
口　

和
義	

（
鳴
浜
地
区
）

川
﨑　

壽
郎	

（
鳴
浜
地
区
）

小
倉　

喜
忠	

（
鳴
浜
地
区
）

平
田　

和
江	

（
山
武
北
地
区
）

山
口　

惠
子	

（
山
武
北
地
区
）

加
藤　

清
子	

（
日
向
西
地
区
）

川
嶋　

重
雄	

（
蓮
沼
岡
地
区
）

石
橋　

千
枝
子	

（
蓮
沼
岡
地
区
）

石
𣘺　

春
枝	
（
蓮
沼
岡
地
区
）

土
屋　

悦
子	
（
蓮
沼
浜
地
区
）

小
川　

由
貴
江	
（
蓮
沼
浜
地
区
）

川
島　

テ
ル
子	

（
蓮
沼
浜
地
区
）

鈴
木　

勝
代	

（
大
平
地
区
）

山
本　

周
一	

（
大
平
地
区
）

鈴
木　

ひ
さ
子	

（
大
平
地
区
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
者
》

加
瀬　

正
子　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
松
苑
）

白
鳥　

寛
子　
（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

長
谷
川
咲
子　
（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

《
寄
附
者
》	

會
田　

ト
シ
エ	

（
成
東
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
退
任
者
》

長
谷
川　

博
信	

（
成
東
）

伊
藤　

嘉
一	

（
山
武
）

星
久
木　

義
雄	

（
松
尾
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
》	

土
屋　

昭
夫	

（
成
東
地
区
）

𠮷
田　

登
志
子	

（
大
富
地
区
）

布
施　

か
つ
枝	

（
南
郷
地
区
）

入
江　

利
子	

（
南
郷
地
区
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
》	

美
郷
会	

（
山
武
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

虹
の
会 （
山
武
）

《
会
員（
会
費
）加
入
優
良
区
・
自
治
会
》	

西
横
田
区	

　

横
田
台
区	

古
谷
一
区	

　

東
大
椎
崎
区	

大
椎
崎
区	

　

矢
部
区	

城
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
一
自
治
会	

谷
之
台
自
治
会	

　

中
根
区	

引
越
区	

　

新
堀
区	

高
富
西
区	

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
者

《
活
動
功
労
者
》	

	

今
井　

正
夫　
（
寺
田
川
崎
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

今
関　

清
子　
（
関
之
下
寿
会
）

富
谷　

謙
三　
（
沖
渡
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

若
名
三
十
男　
（
椎
崎
東
部
ク
ラ
ブ
）

木
村　

重
雄　
（
五
和
会
）

❖ 

ポ
ス
タ
ー
の
部      

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
最
優
秀
賞

川
嶋　

重
雄　
（
十
二
区
老
人
ク
ラ
ブ
）	

伊
藤　

節
子　
（
寿
生
会
）

秋
葉　

エ
シ　
（
西
浜
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

石
橋
千
枝
子　
（
若
葉
会
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
》	

	

寺
田
川
崎
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
会
長　

今
井
正
夫
）

上
戸
田
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
会
長　

木
内
秀
雄
）

猿
尾
な
ご
み
会　
　
　
（
会
長　

大
藤
政
明
）

若
葉
会　
　
　
　
　
（
会
長　

石
橋
千
枝
子
）

《
感
謝
状
贈
呈
者
》		

故　

古
川　

駿
一
郎	

（
山
武
支
部
）

故　

友
國　

一
郎		

（
山
武
支
部
）

◆
優
秀
賞

伊橋 桃花
（蓮沼小 6年）

十
川 

恵
美
（
睦
岡
小 

5
年
）

芹
川 

和
秀
（
大
富
小 

4
年
）

石
橋 

歩
（
松
尾
小 

5
年
）

西村 華那（成東小 6年）井野 陽波（南郷小 4年）山口 隼（日向小 4年） 駒塚 響（緑海小 6年）

「
地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
」受
賞
者
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❖ 

標
語
の
部
・
小
学
生

◆
最
優
秀
賞

高
齢
者
　
ぼ
く
の
地
域
の
　
宝
物

◆
優
秀
賞

助
け
合
い
　
み
ん
な
で
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
大
富
小	

６
年	

赤
塚　

陽
向

さ
し
の
べ
る
　
そ
の
手
の
先
に
　
笑
顔
あ
り

　
　

緑
海
小	

６
年	

斉
藤　

里
奈

つ
か
ま
っ
て
　
私
の
か
た
も
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　

日
向
小	

５
年	

渡
邉　

愛
里

声
か
け
、あ
い
さ
つ
、元
気
よ
く

一
人
じ
ゃ
な
い
よ
地
域
の
輪

　
　

山
武
北
小	

６
年	

阿
部　

悠
斗

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

み
ん
な
の
笑
顔  

守
る
た
め

　
　

松
尾
小	

５
年	

小
梛　

彩
香

❖ 

標
語
の
部
・
中
学
生

◆
最
優
秀
賞

あ
な
た
の
優
し
さ
を
　
周
り
の
人
に
　

分
け
て
く
だ
さ
い

◆
優
秀
賞

咲
か
せ
よ
う
　
私
た
ち
の
　
こ
の
町
に

い
ろ
と
り
ど
り
の
　
笑
顔
の
花
を

　
　
成
東
東
中	

２
年	

山
本　

優
梨

思
い
や
り
　
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
　
ま
た
一
つ

明
る
い
笑
顔
の
花
が
咲
く

　
　
成
東
東
中	

２
年	

斉
藤　

颯
太

❖ 

作
文
の
部
・
小
学
生  

◆
最
優
秀
賞

　

旗
ふ
り

　

お
じ
さ
ん

◆
優
秀
賞

安
心
し
て
く
ら
せ
る
地
域

　
　

成
東
小	

５
年	

佐
藤　

瑞
季

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん	

　
　

大
富
小	

６
年	

片
岡　

純
香

が
ん
ば
れ
！
も
う
ど
う
犬

　
　

豊
岡
小	

４
年	

加
藤　

侑
大

❖ 

作
文
の
部
・
中
学
生

◆
最
優
秀
賞

助
け
合
え
る

社
会
へ

　

私
は
、休
ん
だ
日
も
あ
ま
り
な
く
、毎
日
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。睦
岡
地
区
に
は
、毎
日
道
路
を
安

全
に
渡
れ
る
よ
う
に
、旗
ふ
り
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
お
じ
さ
ん
が
い
ま
す
。そ
の
お
じ
さ
ん
は

暑
い
日
も
、寒
い
日
も
、雨
が
ふ
っ
て
い
る
日
や
、

雪
が
つ
も
っ
て
い
る
日
は
か
さ
を
も
っ
た
り
レ
イ

ン
コ
ー
ト
を
着
た
り
し
な
が
ら
、毎
日
子
供
た
ち

の
た
め
に
旗
を
ふ
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

「
花
こ
う
」と
い
う
店
の
前
に
立
っ
て
、毎
日
毎
日
、

み
ん
な
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。手
を
ふ
れ

ば
そ
の
お
じ
さ
ん
は
手
を
ふ
り
か
え
し
て
く
れ
る
、

や
さ
し
い
お
じ
さ
ん
で
す
。

　

私
が
は
じ
め
て
そ
の
お
じ
さ
ん
を
見
か
け
た

の
は
五
年
生
だ
っ
た
時
の
雨
の
日
で
し
た
。車
で

学
校
に
向
か
っ
て
い
た
時
、そ
の
お
じ
さ
ん
は
か

さ
を
も
ち
な
が
ら
、旗
を
も
っ
て
じ
っ
と
歩
道
を

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。私
は
、こ
ん
な
ひ
ど
い
雨
な

の
に
す
ご
い
な
、と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
さ
ら
に

す
ご
い
と
思
っ
た
の
は
、真
冬
の
雪
の
積
も
っ
た

日
で
す
。お
母
さ
ん
に
学
校
ま
で
車
で
送
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
時
、コ
ー
ト
や
マ
フ
ラ
ー
を
身
に
付

け
な
が
ら
、旗
を
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
い
つ
も
い
る
よ
ね
、あ
の
お
じ
さ
ん
」

と
私
は
お
母
さ
ん
に
聞
く
と

「
え
ら
い
よ
ね
」

と
お
母
さ
ん
が
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。た
し
か
に
、私

も
え
ら
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
六
年
生
に
な
っ
た
今
年
の
夏
休
み
が
明

け
た
時
、「
花
こ
う
」に
そ
の
お
じ
さ
ん
の
姿
は
、あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。お
じ
さ
ん
は
体
調
を
こ
わ
さ

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。み
ん
な
が
安
全
に
登

下
校
で
き
る
よ
う
に
、一
生
け
ん
命
だ
っ
た
旗
ふ

り
お
じ
さ
ん
が
早
く
元
気
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
の
地
区
に
は
お
じ
さ

ん
だ
け
で
な
く
、地
区
ご
と
に
旗
を
ふ
っ
て
く
だ

さ
る
保
護
者
の
方
々
が
い
ま
す
。ま
た
、時
折
小
学

校
の
先
生
方
も
車
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。そ
の
他
に
も
、地
域
の
方
々
は
、

「
気
を
つ
け
て
ね
」

と
か
、

「
一
人
な
の
？
」

と
か
、声
を
か
け
て
下
さ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
か
ら
、私
は
、地
域
の
人
々
、保
護

者
の
方
々
、先
生
方
が
私
た
ち
の
た
め
に
、協
力
し

合
い
な
が
ら
、パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
し
て
、見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。み
ん
な

の
協
力
に
よ
っ
て
、私
達
は
安
全
に
登
下
校
が
出

来
ま
す
。地
域
の
安
全
が
、地
域
の
人
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。私
も
大
人
に
な
っ
た

ら
、旗
ふ
り
お
じ
さ
ん
の
よ
う
に
地
域
の
人
を
守

れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

夏
休
み
前
に
起
き
た
事
件
に
私
は
衝
撃
を
う
け

た
。厚
木
の
理
玖
く
ん
の
事
件
だ
。

　

こ
の
事
件
を
知
っ
た
と
き
に
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
が
あ
る
。そ
れ
は
、周
り
の
人
が
ど
う
し
て
気
づ

い
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。ア

パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
、周
り
に
住

ん
で
い
る
人
も
い
た
は
ず
だ
。小
さ
い
子
供
な
ら
泣

き
声
も
聞
こ
え
る
は
ず
だ
。泣
い
て
も
放
っ
て
お
か

れ
た
子
供
は
、状
況
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
学
習
し
、

泣
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
だ
が
、理
玖

く
ん
も
そ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。泣
く
こ
と
も
で

き
な
い
ほ
ど
辛
い
環
境
に
い
た
理
玖
く
ん
。誰
に
も

知
ら
れ
ず
、ひ
っ
そ
り
と
亡
く
な
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、新
聞
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て

み
た
。両
親
の
育
児
放
棄
が
一
番
の
原
因
だ
が
、厚

木
市
の
児
童
相
談
所
が
、理
玖
く
ん
が
小
学
校
に

通
っ
て
い
な
い
の
を
把
握
し
て
い
な
が
ら
放
置
し

て
い
た
こ
と
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。中
学
校
に
入

学
す
る
と
き
に
所
在
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、警
察
が

調
べ
た
と
こ
ろ
事
件
が
発
覚
し
た
の
だ
。

　

理
玖
く
ん
の
よ
う
な
所
在
不
明
の
子
供
は
五
月

現
在
で
二
千
九
百
八
人
も
い
る
そ
う
だ
。こ
の
よ
う

な
立
場
の
子
供
は
他
に
も
い
る
可
能
性
が
あ
る
。ま

た
、生
き
て
い
る
の
に
親
の
都
合
で
出
生
届
が
出
せ

ず
、戸
籍
の
無
い
子
も
多
く
存
在
し
、学
校
に
行
け

な
い
状
況
だ
。ど
ち
ら
も
放
っ
て
お
け
な
い
問
題
だ
。

し
か
し
日
本
の
児
童
相
談
所
の
職
員
一
人
当
た
り

が
担
当
す
る
子
供
の
人
数
は
諸
外
国
と
比
べ
と
て

も
多
く
、ケ
ア
が
追
い
つ
か
な
い
の
が
現
状
だ
そ
う

だ
。

　

理
玖
く
ん
の
両
親
に「
育
て
ら
れ
な
い
な
ら
引
き

取
る
よ
。」と
申
し
出
て
い
た
人
が
い
た
と
い
う
。理

玖
く
ん
の
家
族
を
心
配
し
て
い
た
人
が
い
た
の
だ
。

そ
の
人
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た
ら
、理
玖
く
ん
も
死

な
ず
に
す
ん
だ
だ
ろ
う
。

　

ど
う
し
て
も
無
理
な
事
、で
き
な
い
事
を
人
に
託

し
た
り
、協
力
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
は
な
い
。手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
人
が

い
た
な
ら
、そ
の
手
を
借
り
る
こ
と
も
と
き
に
は
許

さ
れ
る
と
思
う
。だ
れ
も
が
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
で
社
会
は
成
り
立
っ
て
い
る
。理
玖
く

ん
の
父
親
は
仕
事
が
忙
し
く
て
面
倒
が
み
ら
れ
な

か
っ
た
そ
う
だ
。そ
ん
な
こ
と
に
な
る
前
に
、協
力

者
に
助
け
を
求
め
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

こ
の
事
件
が
報
道
さ
れ
て
、日
本
中
の
人
が
理
玖

く
ん
を
か
わ
い
そ
う
に
思
い
、両
親
に
対
し
て
憤
慨

し
て
い
る
。気
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
を
悔

や
ん
で
い
る
。も
し
、理
玖
く
ん
の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
の
な
ら
、皆
、助
け
て
あ
げ
た
だ
ろ
う
。大
半
の

人
は
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
、親
切
な
の
だ
か
ら
。私

も
去
年
、下
校
中
に
ケ
ガ
を
し
た
と
き
差
し
伸
べ
ら

れ
た
手
の
ぬ
く
も
り
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
よ
う
。

助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

自
分
が
困
っ
て
い
た
ら
誰
か
に
助
け
を
求
め
よ

う
。相
談
し
よ
う
。き
っ
と
助
け
て
く
れ
る
人
が
い

る
。親
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
。世

の
中
は
思
い
や
り
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
あ
ふ

れ
て
い
る
か
ら
。

大和田 遥
（睦岡小 6年）

篠宮 ひなた
（山武南中 2年）

今関 雄介
（緑海小 6年）

米良 奈緒美
（山武南中 1年）



　

地
域
の
皆

様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
地

区
内
11
ケ
所

に
設
置
さ
れ

て
い
る
募
金

箱
へ
た
く
さ

ん
の
真
心
の

こ
も
っ
た
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
切
な
募
金
は

様
々
な
地
域
福
祉
活
動
に
役
立
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
協
力
店
の
皆

様
、
そ
し
て
募
金
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

（
日
向
西
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

　

尾
髙　

幸
子
）

6社協会報

　

蓮
沼
地
区
社
協
で
は
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
身
体
障

害
者
を
対
象
に
「
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス

マ
ス
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
ま
た
、
冬
晴
れ
の
穏
や
か

な
12
月
に
「
ホ
テ
ル

浪
川
荘
」
で
開
催
さ

れ
、
対
象
者
、
福
祉

推
進
員
、
民
生
委
員

の
方
々
を
合
わ
せ
て

約
80
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

食
事
を
し
な
が
ら

賑
や
か
に
お
し
ゃ
べ

り
を
し
、
カ
ラ
オ
ケ

や
踊
り
に
拍
手
の
波

が
途
切
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
昼
食
後
は
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
受

け
取
っ
た
袋
の
中
を
の
ぞ
き
、
中
身

を
手
に
取
っ
て
は
笑
み
を
こ
ぼ
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
ま
る
で
小
さ

な
子
ど
も
に
返
っ
た
よ
う
で
、
私
た

ち
役
員
に
と
っ
て
も
心
温
ま
る
ひ
と

時
で
し
た
。

　

会
の
最
後
に
は
「
蓮
沼
音
頭
」
を

全
員
で
踊
り
、
昨
年
10
月
19
日
の
健

康
福
祉
ま
つ
り
で
焼
き
お
に
ぎ
り
を

販
売
し
た
際
の
収
益
金
で
全
員
に
ジ

ュ
リ
ア
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
花
鉢
を

手
に
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
元

気
に
な
り
、
次
回
も
ま
た
参
加
し
て

く
れ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
お
見
送

り
し
、
楽
し
い
一
日
が
終
わ
り
ま
し

た
。

（
浜
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

秋
葉　

千
恵
子
）

　

旧
山
武
町
役
場
で
貸
し
出
し
て
い

た
貸
衣
装
を
山
武
地
域
の
四
地
区
社

協
で
引
き
継
ぎ
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
留
袖
19
枚
、
喪
服
14
枚
、
初

着
７
枚
を
貸
し
出
し
て
お
り
、
そ
の

他
に
帯
、
帯
揚
げ
、
帯
止
め
と
半
衿
、

草
履
の
用
意
も
あ
り
ま
す
。
柄
に
つ

い
て
も
様
々
な
も
の
が
揃
っ
て
お
り
、

幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

使
用
後
は
貸
し

出
し
事
業
部
に
所

属
す
る
四
地
区
７

名
の
福
祉
推
進
員

が
手
入
れ
を
し
て
お
り
ま
す
。
身
内

の
お
祝
い
事
、
ま
た
は
仏
事
の
際
は

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
貸
し
出
し
は
山
武
地
域
に
お
住
い

の
方
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
日
向
西
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

　

宍
倉　

す
み
子
）

蓮沼地域

募金部からの御礼 ／ 冠婚葬祭の強い味方

楽しいクリスマス会

山武地域
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人
が
大
人
に
な
っ
て
昔
を
懐
か
し

く
思
う
時
、
小
学
生
の
頃
の
思
い
出

が
数
多
く
甦
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
６
年
間
の
小
学
校
生
活

の
中
で
様
々
な
体
験
を
し
、
級
友
と

過
ご
し
た
日
々
を
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
す
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
？
そ
ん
な
数
多
く
の
記
憶
の
中

の
一
つ
に
入
る
の
が
こ
の
ふ
れ
あ
い

祭
り
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

穏
や
か
な
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
た

11
月
９
日
、
私
た
ち
緑
海
地
区
社
協

も
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
模
擬
店
の

出
店
と
ふ
れ
あ
い
教
室
で
、
模
擬
店

は
ジ
ュ
ー
ス
と
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
販

売
、
ふ
れ
あ
い
教
室
は
「
お
し
ぼ
り

わ
ん
ち
ゃ
ん
」
の
指
導
で
し
た
。
緑

海
小
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
年
一
回
児

童
と
地
域
の
人
た
ち
が
一
緒
に
楽
し

み
、
学
ん
で
一
日
を
過
ご
す
と
い
う

趣
旨
で
長
年
続
い
て
い
る
行
事
で
す
。

緑
海
地
区
社
協
も
一
回
目
か
ら
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

も
模
擬
店
や
ふ
れ
あ
い
教
室
が
盛
況

で
、
多
忙
の
中
に
も
充
実
し
た
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

世
の
中
で
殺
伐
と
し
た
事
件
が
数

多
く
報
道
さ
れ
る
中
、
ホ
ッ
と
す
る

心
温
ま
る
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

緑
海
小
の
児
童
一
人
一
人

が
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
で
、

他
人
へ
の
気
配
り
が
で
き
、

思
い
や
り
を
持
っ
た
心
温

か
い
人
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
う
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
一
日
で
し
た
。

（
緑
海
地
区
社
協
福
祉

推
進
員　

伊
藤　

政
敏
）

　

豊
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

皆
さ
ん
が「
気
楽
に
」「
楽
し
く
」参
加

で
き
る
交
流
の
場
と
し
て「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」を
年
四
回
開
催
し
て
い

ま
す
。当
地
区
内
を
二
ブ
ロ
ッ
ク
に

わ
け
て
行
っ
て
お
り
、今
回
（
10
月

４
日
㈯
実
施
）は
上
大
蔵
の
公
民
館

に
お
い
て
豊
岡
の
中
央
地
区
に
当
た

る
金
尾
、小
川
、遠
久
田
、上
大
蔵
、下

大
蔵
、蕪
木
の
人
生
の
先
輩
達
を
お

迎
え
し
て
、楽
し
く
、和
や
か
に
行
い

ま
し
た
。最
初
は
、指
の
運
動
と
し
て

切
り
絵
に
挑
戦
。こ
れ
は
、折
り
紙
を

三
角
に
三
回
折
り（
写
真
①
）、自
由

に
切
り
込
み
を
入
れ
、花

模
様
を
作
り
ま
す（
写
真

②
）。切
り
方
の
図
面
も

無
い
こ
と
か

ら
で
き
あ
が
り
を
見
て
、

皆
で
評
価
し
た
り
ハ
サ

ミ
の
せ
い
に
し
た
り
大

さ
わ
ぎ
。

　

ま
た
、
次
回
は
旧
松
尾
町
の
町
花

で
あ
っ
た
「
き
き
ょ
う
」
の
花
に
挑

戦
し
た
い
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
歌
の
時
間
で
す
。
は
じ

め
は
、
福
祉
推
進
員
が
作
成
し
た
歌

集
〝
う
た
の
ひ
ろ
ば
〟
（
写
真
③
）

の
中
か
ら 

ザ
・
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
の
滝
本
指
導

員
に
合
わ
せ
童
謡
や
唱

歌
を
歌
い
ま
し
た
。
童

謡
は
、
皆
を
懐
か
し
い
昔
の
自
分
に

戻
し
て
く
れ
る

よ
う
で
す
。
次

は
歌
謡
曲
、
驚

い
た
こ
と
に
最

近
ま
で
は
氷
川

き
よ
し
や
島
倉

千
代
子
の
歌
を

合
唱
し
て
い
た

の
に
、
今
は
や

り
の
福
田
こ
う

へ
い
の
「
南
部

蝉
し
ぐ
れ
」
に
変
更
。
は
や
り
歌
を

追
い
か
け
る
若
さ
に
脱
帽
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。　

　

茶
和
会
で
は
あ
れ
や
こ
れ
や
と
話

が
は
ず
み
、
次
回
は
頭
の
体
操
や
手

づ
く
り
の
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
を
計

画
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　

（
豊
岡
地
区
社
協
福
祉
推
進
員

　

作
間　

せ
つ
子
）

成東地域

「切り絵」と「歌謡曲」に挑戦～あれやこれやの茶話会サロン～

緑海小ふれあい祭りに参加して

松尾地域
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地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 紹 介

蓮
沼
地
域
の
小
川
浩
（
こ
う
）

さ
ん
（
84
歳
）
は
、
竹
炭
作
り
や
古

代
米
作
り
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た

が
、
地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
手

作
り
野
菜
を
提
供
す
る
た
め
、
自
宅

敷
地
内
に
野
菜
作
り
の
鉄
骨
ハ
ウ
ス

を
建
設
し
ま
し
た
。
や
し
が
ら
活
性

炭
の
ベ
ッ
ド
を
使
っ
て
温
度
や
水
な

ど
、
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
管
理

す
る
最
新
設
備
の
水
耕
栽
培
ハ
ウ
ス

で
す
。

当
初
の
夢
は
「
植
物
工
場
の
建

設
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
全
て
機

械
管
理
に
よ
る
た
め
常
駐
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
地
域
福
祉
関
係
な
ど
の

役
職
柄
、
家
を
空
け
る
こ
と
の
多
い

小
川
さ
ん
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
残
念
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。
知
り
合
い
の
紹
介
で
水
耕
栽
培

ハ
ウ
ス
の
研
修
会
に
参
加
し
、「
こ

れ
な
ら
で
き
る
！
」
と
今
回
の
建
設

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
の
中
に
は
現
在
、
な
す

や
ト
マ
ト
、
ほ
う
れ
ん
草
、
水
菜
、

い
ち
ご
な
ど
10
種
類
以
上
の
野
菜
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
珍
し
い
と
こ

ろ
で
は
「
ス
テ
ィ
ッ
キ
オ
」
と

い
う
爽
や
か
な
香
り
の
ス
テ
ィ

ッ
ク
野
菜
の
収
穫
が
楽
し
み
だ

そ
う
で
す
。

収
穫
し
た
野
菜
は
、
地
区
の
役

員
さ
ん
を
通
じ
て
ひ
と
り
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
や
高
齢
者
世
帯
の
方
々
に

配
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
彩
り
豊

か
な
野
菜
を
受
け
取
っ
た
高
齢
者
の

方
か
ら
「
と
て
も
甘
い
ト
マ
ト
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」、「
水

菜
を
サ
ラ
ダ
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

と
喜
び
の
声
が
届
い
て
い
る
そ
う
で

す
。「
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
野
菜
に

挑
戦
し
て
み
た
い
。」、「
暖
房
機
を

導
入
し
て
メ
ロ
ン
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど

の
果
物
も
栽
培
し
て
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
。」
と
意
欲
的
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
の
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
食
卓
に
こ
れ
か
ら
も
愛

情
い
っ
ぱ
い
の
季
節
野
菜
が
届
け
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
福
祉
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
小
川
さ

ん
。
と
て
も
84
歳
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
手
作
り
野
菜
が
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
食
卓
に
の
ぼ
り
、
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
が
小
川
さ
ん
の
生
き

が
い
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

ま
す
ま
す
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。（

蓮
沼
地
域
広
報
委
員　

小
川
）
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市民による、市民のための「助けあい活動」に参加しませんか？
　住民参加型サービスは市民の皆さんの参加と協力（相互
扶助）による会員制の有償サービスです。
　「在宅福祉（家事援助）サービス」と「福祉輸送サービス」
の２つのサービスがあります。

在宅福祉（家事援助）サービス
利用会員のお宅などに伺い、
日常生活のお手伝いを行います。

●話し相手
●外出の付き添い
●見守り
●掃除・片づけ
●買物の代行　など

資格・経験は問いません。
男性の方も大歓迎！

●車両の運転と乗降時の支援

活動前に運転者講習を受講していただきます。
７０歳位までの方（年齢制限があります）。
女性の方、大歓迎です！

福祉輸送サービス
単独で公共交通機関利用が困難な
利用会員の送迎を行います。

利用会員との
会話を

楽しんでいます。

いただいた配分金で
孫の誕生日プレゼントを

買いました。

退職後の
地域デビューです！
充実しています！

協力会員との
外出が楽しみです！

用事が済むまで
車が待っていて
くれるのが楽。

車いすでも
外出ができるのが
嬉しいです。

利用会員の
「ありがとう」に力を
もらっています。

山武市社会福祉協議会 在宅福祉推進係　電話（直通）0475-80-0330お問合せ

●活動は、基本的に平日（月曜日～金曜日）の午前9時から午後5時の間です。
●有償の活動です。協力会員には活動時間等に応じて配分金をお支払いいたします。
　【１時間につき700円／1ｋｍにつき25円】
●その他、詳しい内容は下記にお問い合せいただくか、本会のホームページをご覧ください。

※ サービス利用（利用会員）を希望する方の相談も随時受け付けています。上記へご連絡ください。

住民参加型サービスの
協力会員を募集しています！

空いた時間で
活動できるのが
良いです。

好きな運転で
役に立てるのが
嬉しい！

病院の中も
付き添って

もらえるから安心。

活動の中から
学ぶこともたくさん

あります
（自分の老後のことも！）

協力会員が
とても親切。

本当にありがたい。

2015年新年号9



　今回はアンパンマンとバイキンマンが遊びに来てくれて、「サンサ
ン体操」と「ようかい体操第一」を踊り、その後、アンパンマンチーム
とバイキンマンチームに分かれて、玉入れ競争をしました。
　たくさん遊んだあとは、お母さん達が作ってくれたおいしいカ
レーを皆で食べました。
　毎年楽しみにしている交流会。この交流をこれからも続けてい
きたいと思います。

初めての
参加でし

たが、先

輩ママさん
達と色々な

話を

しながらカ
レーを作り

、楽し

かったです
。みなさん

が美味

しいと言っ
てくれて、

うれし

かったです
。　　　（Ｋ

ママ）

今回で三回目の参加になりますが、毎回とても楽しみの行事の一つになっています。普段あまり作業所の方とお話をする機会がないので、色々なお話が出来て、とても楽しかったです。実は、、、うちの４才の息子はこのカレーを食べて大好きになりました。今では、すっかり我家のカレーレシピになりました。また来年もおいしいカレーを作りますので、皆さん沢山食べて下さいね。　 （Ｓママ）

マザーズホームでは、
毎年１１月に成東福祉作業所の所員さんとの交流会を行っています。

●申込み・問合せは●　山武市ボランティア・市民活動センターへ 0475-89-2121

ボランティアセンターからのお知らせ！ボランティアセンターからのお知らせ！
今年も楽しくボランティア活動しよう！

登録ボランティア
交流食事会 開催！

日　時　平成27年2月8日（日）10:00～
会　場　山武市蓮沼 浪川荘2階 大会議室
内　容　・ボランティア活動発表会
　　　　・おいしいお茶べり食事会　など
対　象　ボランティアセンター登録者・団体
参加費　1，500円／一人（昼食代等）

日　時　平成27年2月22日（日）10:00～
会　場　成東文化センター のぎくプラザ
内　容　・来場者参加型イベント♪
　　　　・参加団体活動ＰＲ・出店　　など

☆市民のみなさんに来ていただきたい
　イベントです。お気軽にご来場ください！

ボランティア連絡協議会とボランティア
センターが協力し、初めての大交流イベ
ント開催します！

地域で活動するボランティアや市民活
動団体が集い、出店や楽しいイベントを
行います。

入場
無料！
入場
無料第８回さんむ

市民活動フェスタ！

10社協会報



手
軽
に
楽
し
め
る
新
感
覚
の

ス
ポ
ー
ツ
﹃
ペ
タ
ン
ク
﹄

　

11
月
11
日
㈫
、
成
東
総
合
運
動
公

園
多
目
的
広
場
に
お
い
て
山
武
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
永
田
乙
彦
会

長
）
主
催
の
『
平
成
26
年
度
山
武
地

区
高
齢
者
ペ
タ
ン
ク
大
会
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
山
武
市
ゴ
ー

ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
鈴
木
愛
伯
会

長
）
が
開
催
担
当
で
、
健
康
維
持
や

親
睦
の
強
化
を
目
的
と
し
、
関
係
者

を
含
む
100
余
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
フ
ラ
ン
ス
で
始
ま
っ
た
誰
で
も

楽
し
め
る
新
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
『
ペ

タ
ン
ク
』
。
〝
ビ
ュ
ッ
ト
〟
と
呼
ば

れ
る
目
標
に
向
け
て
、
金
属
製
の
球

を
投
げ
、
で
き
る
だ
け
近
く
に
寄
せ

る
こ
と
に
よ
り
点
数
を
決
め
る
、
と

て
も
シ
ン
プ
ル
な
競
技
で
す
。

　

山
武
郡
内
よ
り
選
ば
れ
た
15
チ
ー

ム
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ト
上

で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
山
武

市
か
ら
は
３
チ
ー
ム
出
場
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
予
選
リ
ー
グ
敗
退

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
白
熱
し

た
試
合
が
続
き
、
決
勝
戦
で
は
、
ラ

ス
ト
一
球
で
の
大
逆
転
勝
利
に
会
場

か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

優
勝
チ
ー
ム
に
は
優
勝
杯
と
賞
状
、

賞
品
が
、
上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
賞
状

と
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
、
上
位
２
チ
ー

ム
に
は
３
月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
へ

の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

出
場
チ
ー
ム

▽
東
金
市
３
チ
ー
ム（
12
人
）

▽
山
武
市
３
チ
ー
ム（
９
人
）

▽
大
網
白
里
市
３
チ
ー
ム（
12
人
）

▽
九
十
九
里
町
３
チ
ー
ム（
12
人
）　

▽
芝
山
町
３
チ
ー
ム（
11
人
）

計
15
チ
ー
ム（
56
人
）

大
会
成
績

▽
優　

勝　

あ
や
め（
大
網
白
里
市
）

▽
準
優
勝　

大
網
マ
リ
ン
ズ

（
大
網
白
里
市
）

▽
第
三
位　

東
金
Ａ（
東
金
市
）

（
女
性
活
動
部
会　

秋
葉　

昭
子
）

第9回チャリティゴルフコンペの開催
チャリティホールで福祉に貢献！

　今回も実行委員の皆様のご協力により、10月30日（木）
新千葉カントリー倶楽部を会場にチャリティゴルフコンペ
を開催しました。
　当日は絶好のゴルフ日和となり、チャリティホールでは
多くの皆様にご協力いただき、たく
さんのご寄附をいただきました。

●大会結果（敬称略）　参加者112名
　優　勝　布留川祥郎（山武）
　準優勝　三角和弘（山武）
　第三位　京相英夫（山武）
　女性の部 優勝　大塚八千代（松尾）
●協賛企業（順不同、敬称略）
　梅一輪酒造株式会社
　大髙醤油株式会社
　有限会社津留八
　守屋酒造株式会社
　花の友株式会社
　合資会社寒菊銘醸
　二木ゴルフ東金店

第3回チャリティ
グラウンドゴルフ大会
ホールポストを狙ってナイスショット!

　11月6日（木）チャリティグラウンドゴルフ大
会を成東総合運動公園にて開催しました。季
節外れの台風により天気が不安定の中、228
名の皆さんにご参加いただきました。
　本大会は、参加費の一部をチャリティとして
本会の福祉車両、貸出物品の購入に活用させ
ていただいております。

●大会結果（敬称略）
　優　勝　吉住尚己（山武）
　準優勝　古川　裕（松尾）
　第三位　秋葉秀夫（成東）

2015年新年号11



交通遺児援護基金
　千葉県社会福祉協議会では、陸上交通事故等で父又は母
（父又は母に代わる立場にある方を含む）を失った１８歳未満
の遺児及び１８歳未満の遺児のいる世帯に、見舞金等を支給
しています。
【支給金の種類】
⑴見舞金　　１世帯　100,000円
ただし、遺児が２名以上いる世帯については、２人目から
各々50,000円が加算されます。
（遺児となった日から1年以内）

⑵勉学奨励金
　　・小学校に入学する遺児　20,000円
　　・中学校に入学する遺児　20,000円
⑶激励金
　　・中学校を卒業する遺児　50,000円
⑷図書券
・小学校または中学校に入学する遺児及び中学校を卒業
  する遺児　　　　　　   10,000円相当の図書券

【手続き】
　対象と思われる方は、社会福祉協議会までご連絡ください。

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

弁護士相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

1月 6日 13日 20日 27日
2月 3日 10日 17日 24日
3月 3日 10日 17日 24日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

1月 7日 14日 21日 28日
2月 4日 休み 18日 25日
3月 4日 11日 18日 25日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所
成東会場 : 成東老人福祉センター　　松尾会場 : 松尾 IT 保健福祉センター
山武会場 : 山武福祉センター　　　　蓮沼会場 : 蓮沼中央会館

山武市社会福祉協議会　☎０４７５（８２）７１０２

月 日 行事名

1

9 地域みまもりサービス （山武）
20 おとこの料理教室 （成東）
20 地域みまもりサービス （成東）
28 地域みまもりサービス （松尾）
31 第12回房総地域福祉実践研究セミナー

2

5 おとこの料理教室 （松尾）
8 登録ボランティア交流食事会
10 おとこの料理教室 （成東）
13 地域みまもりサービス （山武）
17 地域みまもりサービス （成東）
19 おとこの料理教室 （蓮沼）
22 さんむ市民活動フェスタ
24 おとこの料理教室 （山武）
25 地域みまもりサービス （松尾）

3

5 おとこの料理教室 （松尾）
10 おとこの料理教室 （成東）
13 地域みまもりサービス （山武）
17 地域みまもりサービス （成東）
17 おとこの料理教室 （山武）
19 おとこの料理教室 （蓮沼）
25 地域みまもりサービス （松尾）

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475（82）7102　FAX ： 0475（82）7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp （住民基本台帳法一部改正により、外国人住民も含んだ人数へと変更になりました。）

人
口
動
向

市の人口
男
女

５４,９９７人
２７,４８３人
２７,５１４人

男
女

１５,９９９人
７,０８７人
８,９１２人

65歳以上

平成２6年12月1日現在

高齢化率

（前回より0.3％増）
29.0％

　新年あけましておめでとう
ございます。あいさつには代わりないのですが、
お正月のあいさつは何かしら心が改められま
す。
　あいさつは相手に対して思いやりの気持ちが
必要ではないでしょうか。
　昨年の暮れに成東駅前にて成東地区福祉教育
推進連絡会主催のあいさつ運動を行いました。

小・中・高校生と先生方、教育委員会の職員、成
東・大富地区の福祉推進員の大勢の参加でした。
朝6時50分から7時55分まで、通勤の人達も忙
しい時間帯ですが、駅に駆け込みながら気持ち
よく「おはよう」「ご苦労さん」と笑顔であいさつ
をしてくれました。
　これからも相手の気持ちを考えながらのあい
さつ運動を続けていきたいと思います。（宮野）

社協イベントスケジュール


